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略歴
201 年東京女子医科大学医学部入学
2014 年同 4 年在学中
藤津美和子
東京女子医科大学 医学部 4 年生
私は大学 1年生の夏休みに地元の出身小学校で学童保育の指導員のアルバイトを経験し、さらに大学
2 年生から現在までは大学のカリキュラム終了後に、女子医大の近くにある民間学童保育で指導員のア
ルバイトを続けてきました。私が学童保育指導員のアルバイトを始めたきっかけですが、指導員は子供
の成長を近くで見ることができ子供と触れ合うこともできるため、将来の進路として第一候補としてい
る小児科において、この経験を生かすことができると考えたからです。
しかし、実際は、子どもたちと触れ合うことから学ぶものだけでなく、それ以上のものを得られるこ
とがわかりました。学童保育に預けられている子どもたちの家庭は、ほとんどが共働きの家庭です。そ
の中には女子医大に勤めている女性医師や新聞記者、弁護士、出版社の社員など男性を含めた実社会の
中で大きく存在感を発して働いておられるお母様方がたくさんいらっしゃいます。そのため、多くの子
供達は夕食も学童保育で食べ 19 時、 20 時頃に帰宅します。このように、母親と一緒にいる時間が少な
い子供達のことを、最初、私は可哀そうだと思っていました。しかし、長期間子供達を見てきて、それ
は間違いであることがわかりました。子供は同年代の子供達と一緒に過ごす中で、家庭内で母親といる
だけでは経験できないことをたくさん経験し、どんどん自立し社会性を高めながら成長していきます。
一緒に遊んだり勉強したり時には喧嘩をする中で、子供は子供なりの社会を形成しながら急速に発達し
ていくことがわかりました。私も将来子供を持ったら、自分は外でしっかり働き、子供は迷わずに学童
保育に通わせるつもりです。
また、学童保育で一緒に働くスタッフの中には、学校の教員を目指している学生や幼稚園教員の経験
者がいる一方で長年主婦をやってこられた方も何人もいます。閉鎖的な医学部ではふだん触れ合うこと
のないような方達と子供たちの成長や教育を考えることができ、この経験も大変勉強になっています。
そして、このような環境の中で保護者の方やスタッフの方の話を聞く機会も多く、私自身実際に社会
に出てから女性としてどのように仕事やさまざまなライフイベントをこなしていけばよいのか日々考
えるようになりました。仕事を生涯続けながら子どものいる家庭を築き、悔いのない人生を送ることが
出来るよう、学生のうちからきちんと人生設計をしていけたらと思っております。
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